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令和 2 年度仙台市自動車運送事業の概況と決算の大要 

1 事 業 の 概 況 

本年度の自動車運送事業は，新型コロナウイルス感染症の影響により乗車料収入が大幅に減少する

という厳しい経営状況のなか，本市域における主要な交通機関の一つとして，市民生活を支える役割

を将来にわたり果たしていくため「仙台市自動車運送事業経営改善計画」に基づき，安定的なサービ

ス提供に向けた経営体質の構築とお客様サービスの向上に取り組んでまいりました。 

安全運転の強化等に向けた取組みとして，乗務員の安全意識及び接遇の向上を図る研修において，

外部講師，ドライブレコーダーを活用するとともに，経験年数の短い乗務員に対する添乗指導及び運

転技術等を乗務員同士が互いに確認，共有する路上運転研修を継続し，更なる安全意識の向上に努め

ました。また，令和元年東日本台風の被害等を踏まえ，お客様及び職員の安全を確保するとともに，

車両の被害を最小限に抑え，早期の運行再開を行うために，「計画運休」を導入しました。 

感染症拡大防止の取組みとして，バス全車両を対象に車内の抗ウイルスコーティングを実施したほ

か，運転席の周囲に防護スクリーンを設置しました。 

経営の効率化及び改善に向けた取組みとして，令和 2年 4月のダイヤ改正において運行経路の見直

しや需要動向に応じた便数調整を行うとともに，営業所等におけるバス運転業務等の管理の委託を継

続し，経費削減に努めました。 

サービスの向上に向けた取組みとして，バスの接近状況が確認できるバスロケーションシステム

「どこバス仙台」の案内機能の改良を実施しました。このほか，バリアフリー化の推進及び環境対策

として，低公害ノンステップバスの導入を進めました。 

利用促進に向けた取組みとして，近隣市の中学校に在籍する 3年生を新たに対象に加え，一日乗り

放題となる無料乗車券「中学 3年生卒業おめでとうきっぷ」を配付したほか，雑誌やテレビ番組との

タイアップにより，バス路線沿線の観光や飲食店の情報提供を引き続き行いました。 

本年度における運輸成績は，次表のとおりであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）乗車料収入は，消費税及び地方消費税抜きの額であり，敬老乗車証負担金及びふれあい乗車証

負担金を含む。 

2 決 算 の 大 要 

本年度は，新型コロナウイルス感染症の影響により，乗車人員が 25.7 パーセントの減，乗車料収

入は 24.9 パーセントの減となり，収益的収支については，1,661,164 千円の純損失となりました。 

この結果，当年度未処理欠損金は 6,129,909 千円となっております。 

（　両　） 472 480 △ 8 98.3

381 352  29 108.2

45 49 △ 4 91.8

455 456 △ 1 99.8

（　両　） 142,272 145,959 △ 3,687 97.5

（ 千㎞ ） 16,482 16,890 △ 408 97.6

（ 千人 ） 27,906 37,571 △ 9,665 74.3

18,383 24,964 △ 6,581 73.6

9,523 12,607 △ 3,084 75.5

（ 千円 ） 4,832,679 6,432,054 △ 1,599,375 75.1

3,611,677 4,906,455 △ 1,294,778 73.6

1,221,002 1,525,599 △ 304,597 80.0

定　期　外

定　　　期

定　期　外

定　　　期

乗 車 料 収 入

在 籍 車 両 数

使 用 車 両 数

走行キロメートル

乗 車 人 員

うちノン ステ ップ バス

うちワン ステ ップ バス

うちアイドリングストップ装置付きバス

令和2年度 令和元年度
比 較

増 減( △減 ) 比 率( ％ )
区 分
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（1）収益的収入及び支出 

収 益 的 収 入 

10,297,728 △ 1,371,165 8,926,563 8,625,001 △ 301,562

7,326,370 △ 1,824,930 5,501,440 5,456,858 △ 44,582

運 送 収 益 7,065,993 △ 1,824,930 5,241,063 5,204,517 △ 36,546

運 送 雑 収 益 260,377  0 260,377 252,341 △ 8,036

2,971,348  453,765 3,425,113 3,164,956 △ 260,157

受 取 利 息
及 び 配 当 金

20  0 20 14 △ 6

他会計補助金 2,875,545  383,096 3,258,641 3,006,534 △ 252,107

国 庫 補 助 金 0  20,012 20,012 20,981  969

消費税及び地方
消費税還付金

0  50,657 50,657 37,842 △ 12,815

長期前受金戻入 78,566  0 78,566 70,683 △ 7,883

雑 収 益 17,217  0 17,217 26,232  9,015

県 補 助 金 0 0 0 2,670  2,670

10  0 10 3,187  3,177

過 年 度 損 益
修 正 益

10  0 10 3,067  3,057

その他特別利益 0  0 0 120  120

特 別 利 益

営 業 外 収 益

自動車運送事業収益

営 業 収 益

(単位　千円)

予　　　 　算　　 　　額

決  算  額
増　　　 減
（ △ 減 ）

　　　　　　 区　分
　科　目 補 正 予 算 額

（ △ 減 ）
当 初 予 算 額 計

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

 収益的収入予算は，当初 10,297,728 千円を計上いたしましたが，営業外収益 453,765 千円を増額

補正し，営業収益1,824,930 千円を減額補正いたしましたので，最終予算額は8,926,563千円となり

ました。 

これに対する決算額は8,625,001千円となり，予算額に比べ301,562 千円の減収となりました。 
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収 益 的 支 出 

予備費
支出額

11,350,898 △ 684,005 0  0 10,666,893 10,225,933

11,213,861 △ 635,994 0  0 10,577,867 10,214,810

運 転 費 7,648,988 △ 577,481 0  0 7,071,507 6,939,753

車 両 保 存 費 1,434,083 △ 5,133 0  0 1,428,950 1,387,134  41,816

そ の 他 保 存 費 32,876 △ 4,290 0  0 28,586 25,936  2,650

自 動 車 重 量 税 20,637  0 0  0 20,637 18,664  1,973

運 輸 管 理 費 905,302 △ 34,198 0  0 871,104 785,373  85,731

厚生福利施設費 19,751 △ 545 0  0 19,206 14,522  4,684

一 般 管 理 費 241,796 △ 14,347 0  0 227,449 208,262  19,187

減 価 償 却 費 910,428  0 0  0 910,428 835,166  75,262

87,027 △ 48,011 0  0 39,016 11,123  27,893

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

22,842  10,209 0  0 33,051 6,941  26,110

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

58,220 △ 58,220 0  0 0 0  0

雑 支 出 5,965  0 0  0 5,965 4,182  1,783

10  0 0  0 10 0  10

過 年 度 損 益
修 正 損

10  0 0  0 10 0  10

50,000  0 0  0 50,000 0  50,000

予 備 費 50,000  0 0  0 50,000 0  50,000

(単位　千円)

予　　　　　　算　　　　　　額

131,754

計
決　算　額 不 用 額補正予算額

（ △ 減 ）
 流用増減額

　　　　   区  分

　科　目

363,057

当初予算額

予 備 費

営 業 外 費 用

特 別 損 失

自動車運送事業費用

営 業 費 用

440,960

（注）1 収益的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

  2 資金不足額の解消に充てるため，特別減収対策企業債 1,150,000 千円を借り入れた。 

 

 収益的支出予算は，当初 11,350,898 千円を計上いたしましたが，営業費用 635,994 千円，営業外費用

48,011 千円をそれぞれ減額補正いたしましたので，最終予算額は 10,666,893 千円となりました。 

これに対する決算額は10,225,933千円（人件費4,062,030千円，経費5,317,614千円，減価償却費835,166

千円，営業外費用 11,123 千円）となり，不用額は 440,960 千円となりました。 

 

－　　－3



（2）資本的収入及び支出 

資 本 的 収 入 

1,193,260  0 34,000 1,227,260 1,017,845 △ 209,415

企 業 債 756,000  0 34,000 790,000 647,000 △ 143,000

出 資 金 365,000  0 0 365,000 365,000  0

他 会 計 補 助 金 24,260  0 0 24,260 0 △ 24,260

県 補 助 金 9,500  0 0 9,500 5,830 △ 3,670

国 庫 補 助 金 38,500  0 0 38,500 0 △ 38,500

固定資産売却代金 0  0 0 0 15  15

 決 算 額
増　 　減

（ △ 減 ）

自 動 車 運 送 事 業
資 本 的 収 入

(単位　千円)

　　　　　    区　分
 
　科　目

予　　　　　算　　　　　額

補正予算額当初予算額 繰 越 額 計

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的収入予算は，当初 1,193,260 千円を計上いたしましたが，最終予算額は前年度繰越額 34,000

千円を含め 1,227,260 千円となりました。 

これに対する決算額は 1,017,845 千円となり，予算額に比べ 209,415 千円の減収となりました。 
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資 本 的 支 出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的支出予算は，当初 1,663,785 千円を計上いたしましたが，最終予算額は前年度繰越額 34,716 千円

を含め 1,698,501 千円となりました。 

これに対する決算額は 1,465,048 千円となり，不用額は 233,453 千円となりました。 

また，資本的収入額が資本的支出額に不足する額 447,203 千円は,当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額 59,764 千円で補てんし，なお不足する額 387,439 千円については，運転資金をもって措置いた

しました。 

 

1,663,785  0 0 0 34,716 1,698,501 1,465,048 233,453

831,351  0 0  0 34,716 866,067 663,447 202,620

建 物 39,548  0 0  0 15,180 54,728 43,395 11,333

車 両 735,880  0 0 △ 564 0 735,316 552,716 182,600

工具・器具・備品 5,544  0 0  0 19,536 25,080 23,537 1,543

構 築 物 35,349  0 0  348 0 35,697 35,696 1

そ の 他
無 形 固 定 資 産

15,030  0 0  0 0 15,030 7,887 7,143

施 設 利 用 権 0  0 0  216 0 216 216 0

800,424  0 0  0 0 800,424 800,424 0

企 業 債 償 還 金 800,424  0 0  0 0 800,424 800,424 0

2,000  0 0  0 0 2,000 1,177 823

そ の 他 投 資 2,000  0 0  0 0 2,000 1,177 823

10  0 0  0 0 10 0 10

その他資本的支出 10 0 0 0 0 10 0 10

30,000  0 0  0 0 30,000 0 30,000

予 備 費 30,000  0 0  0 0 30,000 0 30,000

（単位　千円)

予　　　　　　算　　　　　　額

当初予算額 繰越額 計
不 用 額

補正予算額
予備費
支出額

決 算 額

予 備 費

自 動 車 運 送 事 業
資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

投 資

流用増減額
（ △ 減 ）

その他資本的 支出

 　　　　 　  区　 分

　 科　 目

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。
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（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 9,756,993 9,837,934 △ 80,941 営 業 収 益 5,066,443 6,683,714 △ 1,617,271

営業外費用 100,063 110,319 △ 10,256 営業外収益 3,126,541 2,886,088  240,453

特 別 損 失 0 138,810 △ 138,810 特 別 利 益 2,908 2,259  649

小　計 8,195,892 9,572,061 △ 1,376,169

当 年 度
純 損 失

1,661,164 515,002  1,146,162

計 9,857,056 10,087,063 △ 230,007 計 9,857,056 10,087,063 △ 230,007

（単位　千円)

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　　区分
 科目

令和2年度 令和元年度
　　　区分
 科目

令和2年度 令和元年度
（ △ 減 ）
増　　　減 増　　　減

（ △ 減 ）

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 8,195,892 千円で，前年度に比較して 1,376,169 千円減少しておりますが，これ

は乗車料収入の減等による営業収益の減 1,617,271 千円，他会計補助金の増等による営業外収益の増

240,453 千円，過年度損益修正益の増による特別利益の増649千円によるものです。 

また，総費用は 9,857,056 千円で，前年度に比較して 230,007 千円減少しておりますが，これは経

費の減等による営業費用の減 80,941 千円，雑支出の減等による営業外費用の減 10,256 千円，減損損

失の皆減等による特別損失の減138,810 千円によるものです。 

以上により，当年度は1,661,164千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，前年度末残高が 1,558,082 千円でありましたが，前年度において現存しな

い償却資産に係る資本剰余金1,191,112 千円を議会の議決を経て処分したため，処分後残高は366,970

千円となりました。なお，当年度発生高はなく，当年度末残高は366,970千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 5,659,857 千円でありましたが，前年度の資本剰余金の

処分により 1,191,112 千円が減少し，処分後残高は 4,468,745 千円となりました。当年度は純損失

1,661,164千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は6,129,909千円となりました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 
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（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 9,756,993 9,837,934 △ 80,941 営 業 収 益 5,066,443 6,683,714 △ 1,617,271

営業外費用 100,063 110,319 △ 10,256 営業外収益 3,126,541 2,886,088  240,453

特 別 損 失 0 138,810 △ 138,810 特 別 利 益 2,908 2,259  649

小　計 8,195,892 9,572,061 △ 1,376,169

当 年 度
純 損 失

1,661,164 515,002  1,146,162

計 9,857,056 10,087,063 △ 230,007 計 9,857,056 10,087,063 △ 230,007

（単位　千円)

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　　区分
 科目

令和2年度 令和元年度
　　　区分
 科目

令和2年度 令和元年度
（ △ 減 ）
増　　　減 増　　　減

（ △ 減 ）

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 8,195,892 千円で，前年度に比較して 1,376,169 千円減少しておりますが，これ

は乗車料収入の減等による営業収益の減 1,617,271 千円，他会計補助金の増等による営業外収益の増

240,453 千円，過年度損益修正益の増による特別利益の増649千円によるものです。 

また，総費用は 9,857,056 千円で，前年度に比較して 230,007 千円減少しておりますが，これは経

費の減等による営業費用の減 80,941 千円，雑支出の減等による営業外費用の減 10,256 千円，減損損

失の皆減等による特別損失の減138,810 千円によるものです。 

以上により，当年度は1,661,164千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，前年度末残高が 1,558,082 千円でありましたが，前年度において現存しな

い償却資産に係る資本剰余金1,191,112 千円を議会の議決を経て処分したため，処分後残高は366,970

千円となりました。なお，当年度発生高はなく，当年度末残高は366,970千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 5,659,857 千円でありましたが，前年度の資本剰余金の

処分により 1,191,112 千円が減少し，処分後残高は 4,468,745 千円となりました。当年度は純損失

1,661,164千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は6,129,909千円となりました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 

 

（5）貸 借 対 照 表 

比 較 貸 借 対 照 表 

（注）貸借対照表は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

資産については，前年度 8,000,253 千円に比較して 340,443 千円増加しておりますが，これは減価償却

等による固定資産の減 257,002 千円と現金及び預金の増等による流動資産の増 597,445 千円によるもので

す。 

なお，用地の内訳につきましては別表のとおりであります。 

負債・資本においても前年度に比較して 340,443 千円の増加となっております。固定負債は企業債の増

等により 984,634 千円の増，流動負債は未払金の増等により 712,140 千円の増，繰延収益は長期前受金の

減により 60,167 千円の減，資本金は一般会計からの出資により 365,000 千円の増，剰余金は当年度純損失

の計上により 1,661,164 千円の減となりました。 

以上が，令和 2年度仙台市自動車運送事業会計決算の大要であります。 

 

 

 

 

固 定 資 産 6,176,141 6,433,143 △ 257,002 固 定 負 債  3,811,864  2,827,230  984,634

流 動 資 産 2,164,555 1,567,110  597,445 流 動 負 債  3,371,607  2,659,467  712,140

繰 延 収 益  405,392  465,559 △ 60,167

 資 本 金  6,514,772  6,149,772  365,000

剰 余 金 △ 5,762,939 △ 4,101,775 △ 1,661,164

計 8,340,696 8,000,253  340,443 計  8,340,696  8,000,253  340,443

　　　区分
 科目

令和2年度 令和元年度令和元年度
増　　　減
（ △ 減 ）

(単位　千円)

資　　　　産　　　　の　　　　部 負   債   ・   資   本   の   部

　　　区分
 科目

令和2年度
増　　　減
（ △ 減 ）
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令和3年3月31日現在

面　 積
（㎡）

仙台市宮城野区燕沢一丁目158-2外 11,569 75,512 東仙台
仙台市若林区かすみ町212-3外 15,970 308,829 霞の目
仙台市太白区長町五丁目25-1外 10,256 66,456 長町
仙台市泉区実沢字宮西8外 17,237 316,599 実沢

小　　　　　　　　　計 55,032 767,396

仙台市泉区八乙女中央三丁目1-1 5,528 8,371 七北田
仙台市青葉区上愛子字下十三枚田30-1 6,737 10,887 白沢

小　　　　　　　　　計 12,265 19,258

仙台市青葉区支倉町104-2 4,787 1,346 木町通
仙台市若林区新寺一丁目1-10外 6,080 1,298,554 新寺

小　　　　　　　　　計 10,867 1,299,900

仙台市泉区長命ケ丘二丁目6-20外 498 18,323 長命ケ丘
仙台市太白区緑ケ丘三丁目30-8外 556 14,727 緑ケ丘
仙台市青葉区貝ケ森三丁目26-33 217 12,240 貝ケ森団地
仙台市宮城野区岩切字洞の口東3-9 422 19,738 岩切
仙台市宮城野区蒲生字前通15外 1,392 51,667 岡田
仙台市太白区四郎丸字芳塚7-5外 454 8,523 四郎丸
仙台市太白区茂庭台一丁目3-5外 1,162 30,091 茂庭台
仙台市泉区西中山二丁目15-4 1,689 64,300 西中山
仙台市泉区館四丁目101-44 1,050 51,870 泉ビレジ
仙台市若林区霞目二丁目426-4 331 34,651 霞の目
仙台市泉区住吉台西三丁目19-4 1,062 67,496 住吉台
仙台市太白区秋保町境野字上戸47-4 446 4,841 秋保境野
仙台市若林区荒浜字新堀端31-6 383 1 旧荒浜小学校前

小　　　　　　　　　計 9,662 378,468

名取市高柳字山神259-3外 1,728 15
仙台市太白区茂庭台三丁目31-3 5,472 14,258
仙台市泉区南光台一丁目156-508外 496 32,176
仙台市太白区東郡山一丁目488-107外 74 4,216
名取市植松字宮島84-1外 11,603 50,456
仙台市青葉区中央二丁目10-20 275 638
仙台市泉区明通四丁目1-1 13,226 31,500
仙台市青葉区南吉成四丁目1-1外 828 33,463
仙台市宮城野区蒲生字前通14-1外 4,145 86,468

小　　　　　　　　　計 37,847 253,190

125,673 2,718,212

その他用地

合　　　　　　　　　　　　　計

営業所用地

別 表
用 地 内 訳 表

区 　分 所　　　　　　　　　在 使 用 目 的 備考
帳 簿 価 格
（千円）

出張所用地

駐車場用地

回転場用地
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